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令和７年度 小松工業高校同窓会 総会・懇親会
◎別枠　石田北國新聞社大阪支社長　高木様
◎後列　西田関西支部幹事　山次中京支部幹事　須谷関西支部顧問　舟木同窓会副会長
　　　　小坂様　石川関東支部会計監査　北田中京支部長　黒田関西支部監事
◎中列　岡本同窓会庶務　村先同窓会顧問　北川同窓会副会長　亀田様
　　　　岡田関西副支部長　本瀬様　山城関西支部幹事　早戸関東支部長　杉山高知工業同窓会事務局長
◎前列　村田様　下出教頭　小橋高知工業同窓会大阪支部長　山崎同窓会会長
　　　　竹本石川県大阪事務所長　馬場関西支部長　宮下関西支部顧問

令
和
七
年
度

関
西
支
部
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

今
年
は
、
梅
雨
が
短
か
っ
た

せ
い
か
、
７
・
８
月
、
そ
し
て

９
月
に
入
っ
て
も
ま
だ
、
暑
さ

が
残
る
長
い
長
い
夏
で
、
暑
い

と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ど
う
に

も
な
ら
な
い
の
に
暑
い
暑
い
と

言
っ
て
、
過
ご
し
た
夏
で
し
た
。

そ
し
て
、
よ
う
や
く
、
少
し

涼
し
く
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
、
９
月
28
日
㈰
、
午
前
11

時
30
分
よ
り
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
大
阪
に
て
令
和
７
年

度
・
関
西
支
部
総
会
が
、
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
先
ず
始
め
に
参

加
者
全
員
の
集
合
写
真
撮
影
を

済
ま
せ
、
黒
田
幸
夫
関
西
支
部

監
事
司
会
の
も
と
、
馬
場
健
二

支
部
長
の
総
会
開
会
挨
拶
で
始

ま
り
、 

山
崎
秀
雄
同
窓
会
会
長
、

欠
席
さ
れ
た
室
田
昌
一
校
長
代

理
と
し
て
下
出
純
央
教
頭
・
石

川
県
大
阪
事
務
所
竹
本
正
平
所

長
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

岡
田
進
副
支
部
長
よ
り
関
西
支

部
の
令
和
七
年
・
年
間
行
事
・

予
定
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
、

宮
下
章
宏
（
会
計
）
顧
問
よ
り

令
和
６
年
度
会
計
報
告
、
並
び

に
、
令
和
７
年
度
会
計
収
支
見

込
の
各
報
告
に
つ
い
て
、
審
議

さ
れ
出
席
者
多
数
の
拍
手
を
持

っ
て
承
認
さ
れ
、
令
和
７
年
度

総
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。　

引
き
続
い
て
開
催
し
ま
し
た

懇
親
会
は
、
次
頁
以
降
に
て
紹

介
い
た
し
ま
す
。
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引
き
続
い
て
の
懇
親
会
は
、

岡
田
進
副
支
部
長
の
司
会
・
進

行
に
よ
り
、
黒
田
幸
夫
監
事
の

乾
杯
の
音
頭
で
開
催
。
テ
ー
ブ

ル
に
は
、
先
附
け
・
お
造
り
・

箱
物
と
食
材
が
次
々
と
運
ば
れ

卓
上
は
み
る
み
る
う
ち
に
華
や

か
に
な
り
ま
し
た
。
今
春
・
新

任
で
初
め
て
の
ご
出
席
の
方
、

何
年
ぶ
り
か
に
お
目
に
か
か
る

方
、
そ
し
て
、
一
週
間
前
に
お

会
い
し
た
方
々
、
皆
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
に
、
和
気
あ
い
あ
い
の
話

で
花
が
咲
き
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
笑
い
声
が
い
っ
ぱ
い
。
会
も

盛
り
上
が
っ
て
き
た
頃
、
ご
来

賓
の
北
國
新
聞
社
石
田
雅
浩
大

阪
支
社
長
様
か
ら
は
、｢

今
後

も
故
郷
石
川
県
の
発
展
に
尽
力

し
、
関
西
支
部
の
皆
様
と
故
郷

を
繋
ぐ
架
け
橋
と
な
る
べ
く
努

力
を
し
て
参
り
ま
す
。｣

と
の

お
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。

姉
妹
校
で
あ
る
高
知
工
高
同

窓
会
大
阪
支
部｢

鯨
工
会｣

小

橋
壽
也
支
部
長
様
か
ら
は
、
高

知
県
出
身
で
、
現
コ
マ
ツ
の
創

業
者
で
あ
る
竹
内
明
太
郎
氏
に

よ
り
、
当
時
（
昭
和
14
年
）、

小
松
製
作
所
の
寄
付
で
、
石
川

県
立
小
松
工
業
高
等
学
校
が
設

立
さ
れ
た
事
や
、
平
成
16
年
、

姉
妹
校
と
し
て
の
締
結
が
結
ば

れ
た
。
こ
の
絆
を
末
永
く
続
け

て
参
り
た
い
。
と
の
ス
ピ
ー
チ

を
頂
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
下
出
純
央
教
頭

よ
り
母
校
紹
介
と
、
本
日
ご
欠

席
の
室
田
昌
一
校
長
と
、
中
野

稔
教
諭
（
野
球
部
監
督
）
の
欠

席
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
面
白
お
か
し

く
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
同

窓
会
本
部
・
村
先
憲
之
顧
問
・

早
戸
三
郎
関
東
支
部
長
・
北
田

英
人
中
京
支
部
長
・
関
西
支
部

会
員
５
名
様
よ
り
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。

須
谷
修
治
顧
問
・
山
城
功
幹

事
・
進
行
に
よ
る
、
お
楽
し
み

抽
選
会
で
は
、
毎
年
、
小
松
か

ら
の
『
新
米
こ
し
ひ
か
り
』
は
、

さ
す
が
に
人
気
が
有
り
ま
す
ね
。

そ
の
後
、
校
歌
斉
唱
・
西
田
和

雄
幹
事
の
中
締
め
に
よ
り
、
14

時
30
分
、
無
事
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。

会
合
の
後
、
本
部
か
ら
出
席

の
６
名
・
関
西
支
部
か
ら
の
５

名
揃
っ
て
、
大
阪
関
西
万
博
・

夜
の
見
学
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

姉
妹
校
で
あ
る
高
知
工
高
と
の
２
年
ぶ
り
の
交
流

山
崎 

同
窓
会
会
長

竹
本 

石
川
県
大
阪
事
務
所
長 

早
戸 
関
東
支
部
長

小
幡 

高
知
工
業
大
阪
支
部
長

関
西
支
部
総
会
・
懇
親
会

午
前
十
一
時
三
十
分
よ
り
開
催

下
出 

教
頭

北
田 

中
京
支
部
長
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合計 26名

令和 7 年度 小松工業高校同窓会 関西支部総会・懇親会 出席者名簿（敬称略・順不同）

役　　職 氏　名 卒業年度
小松工業高等学校  教頭 下出 純央 H2年建築
小松工業高等学校  同窓会長 山崎 秀雄 S44年建築
同窓会　顧問 村先 憲之 S41年電気
同窓会　副会長 北川 辰夫 S41年機械
同窓会　副会長 舟木 敏博 S41年電気
同窓会　庶務 岡本 敏 S46年建築
中京支部長 北田 英人 S53年機械
中京支部　幹事 山次 義和 S57年電気
関東支部　支部長 早戸 三郎 S43年電気
関東支部　会計監査 石川 隆治 S39年電気

役　　職 氏　名 卒業年度
関西支部 顧問 須谷 修治 S34年電気
関西支部 顧問（会計） 宮下 章宏 S35年機械
関西支部 幹事 山城 功 S39年機械
関西支部 監事 黒田 幸夫 S４０年電気
関西支部 支部長 馬場 健二 S４４年建築
関西支部 副支部長 岡田 進 S４４年建築
関西支部 幹事 西田 和雄 H元年機械
関西支部 会員 村田 辰三 S34年紡績
関西支部 会員 亀田 浩 S35年機械
関西支部 会員 本瀬 慎吉 S35年機械
関西支部 会員 小坂 和久 S51年機械
関西支部 会員 高木 浩司 H５年繊維

所　　属 氏　名
石川県大阪事務所長 竹本 正平
北國新聞社大阪支社長 石田 雅浩
高知工業同窓会大阪支部鯨工会会長 小橋 壽也
高知工業同窓会大阪支部鯨工会事務局長 杉山 康弘

岡
田 

関
西
副
支
部
長

亀
田 

関
西
支
部
会
員

お
楽
し
み
抽
選
会
の
景
品
の
数
々

お
楽
し
み
抽
選
会

校
歌
斉
唱
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同窓会関西支部 総会と会報のあゆみ   R7.11.10

西暦 年 支部長名 総会回数 開催日 総会会場
集合写
真人数

↓ 　　↓

1965 S40 　　 第２回 不明 梅田・鳥よし 55名

1966 41 第３回 不明 不明 41名

1967 42 第４回 11/09 不明 42名

1968 43 第５回 11/22 不明 38名

1969 44 第６回 11/14 不明 22名

1970 45 第７回 不明 不明 24名

1971 46 第８回 8/18 不明 50名

1972 S47

↓

第９回 不明 不明 49名

　　↓

南 支部長

2代目 中出支部長

　　↓

↓ 　　↓

1999 H11 中出支部長

2000 12 3代目 須谷支部長 第10回 不明 不明 28名

2001 13 　　↓ 第11回 不明 不明 2２名

2002 14 　　↓ 第12回 11/23 大阪ﾏﾙﾋﾞﾙ 大阪第１ﾎﾃﾙ 28名

2003 15 　　↓ 第13回 11/08 〃 36名

2004 16 　　↓ 第14回 11/20 〃 25名

2005 17 　　↓ 第15回 11/26 〃 29名

2006 18 　　↓ 第16回 11/18 〃 23名

2007 19 　　↓ 第17回 11/10 〃 22名

2008 H20 　　↓ 第18回 11/22 〃 26名

2009 H21 須谷支部長 第19回 11/07 〃 31名 会報 発刊日 編集者

2010 H22 4代目 宮下支部長 第20回 11/06 〃 26名 創刊号 9/20 宮下支部長

2011 23 　　↓ 第21回 11/12 〃 24名 第２・３号 5/01・9/10 　　↓

2012 24 　　↓ 第22回 11/17 〃 21名 第４・５号 5/01・ 9/20 　　↓

2013 25 　　↓ 第23回 11/09 〃 28名 第６・７号 4/20 ・9/10 　　↓

2014 26 　　↓ 第24回 11/08 〃 24名 第８号 9/20 　　↓

2015 27 　　↓ 第25回 11/21 〃 24名 第９・１０号 4/20 ・9/20 　　↓

2016 H28 宮下支部長 第26回 11/05 〃 23名 第１１号 4/10 宮下支部長

2017 H29 5代目 黒田支部長 第27回 11/12 〃 23名 第１２号 4/20 黒田支部長

2018 H30 　　↓ 第28回 10/20 〃 21名 第１３号 3/20 　　↓

2019
H31
R01

　　↓ 第29回 10/26 〃 22名 第１４号 7/20 　　↓

2020 R02 　　↓ × × ｺﾛﾅ禍中止 × 第１５号 9/01 　　↓

2021 R03 　　↓ × × ｺﾛﾅ禍中止 × × 　　↓

2022 R04 　　↓ × × ｺﾛﾅ禍中止 × ﾏﾙﾋﾞﾙ解体 × 　　↓

黒田支部長 　 黒田支部長 　　

6代目 馬場支部長 馬場支部長

2024 R06 　　↓ 第3１回 10/12
ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝｳﾞｨｱ大阪 20F・
鶴寿

24名 第１６号 1/15 　　↓

2025 R07 　　↓ 第3２回 9/28
ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝｳﾞｨｱ大阪 20F・
ｸﾘｽﾀﾙﾙｰﾑ

2６名 第１７号 1/15 馬場支部長

2026 R08

　
記・馬場

S36 82名難波・青龍11/18第１回

関　西　支　部　総　会

備 　　考

この頃は関西支部でも大勢の出席があった。若者にすれば
安い会費で沢山のご馳走を食べ先輩とお酒が飲めた。

会場の写真が第５回目と同じです。

当支部顧問の話では、引き続き総会は開催されていたとの
事です。しかし、残念ながら、この２５年間の記録は残っ
ていないとの事です。

初代　南支部長1961

関西支部同窓会の、OB様にお願いがあります。過去の同窓会総会・会報の資料がお手元に御座いましたら、
須谷．宮下．山城．黒田．馬場まで、ご一報を御願い致します。
また、お近くの、ご同僚の皆様にも、お問い合わせをお願い申し上げます。

2023 R05 第3０回 10/14
ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝｳﾞｨｱ大阪 20F・
ｸﾘｽﾀﾙﾙｰﾑ

26名 ×

会報　関西支部だより

10回/11回は、須谷さんから、（写真は有りません
が、）人数表資料の提出を頂き、回数としております。
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令
和
７
年
４
月
19
日
㈯
が
ん
こ

枚
方
店
に
て
関
西
支
部
第
１
回

幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
出

席
者
６
名
、
須
谷
顧
問
・
宮
下

顧
問
・
黒
田
監
事
・
岡
田
副
支

部
長
・
西
田
幹
事
そ
し
て
馬
場

支
部
長
。
山
城
幹
事
は
都
合
が

つ
か
ず
欠
席
で
し
た
。
会
合
は

馬
場
支
部
長
の
あ
い
さ
つ
に
始

ま
り
、
ま
ず
は
ビ
ー
ル
と
お
茶

で
乾
杯
で
す
。
み
な
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
、
お
好
み
の
メ
ニ
ュ
ー
を

注
文
し
て
の
昼
食
で
す
。

今
回
の
議
題
は

①
支
部
会
則
の
見
直
し

　

支
部
会
計
は
近
年
、
同
窓
会

行
事
、
交
流
会
の
増
加
に
伴

い
支
出
負
担
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
慶
弔
時
の
対
応
、
各

行
事
参
加
費
用
等
の
取
り
決

め
を
文
書
化
し
て
明
確
に
し
、

運
営
を
健
全
な
も
の
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
補
足
タ

イ
ト
ル
は
「
覚
書
」
と
す
る
。

細
部
修
正
は
、
次
回
幹
事
会

で
提
出
す
る
。

②
会
計
決
算
報
告

　

宮
下
（
会
計
）
顧
問
よ
り
、

発
表
・
報
告
。役
員
全
員
承
認
。

③
令
和
７
年
度
行
事
予
定

　

岡
田
副
支
部
長
よ
り
報
告
。

役
員
全
員
承
認
。

次
回
幹
事
会
を
７
月
５
日
と
決

め
、
解
散
と
な
り
ま
し
た

令
和
７
年
度 

幹
事
会
の
開
催

記
：
馬
場
支
部
長

中
京
支
部
総
会
に
出
席

記
：
岡
田
副
支
部
長

中
京
支
部
総
会
出
席
に
つ
い

て
、
岡
田
よ
り
報
告
致
し
ま
す
。

総
会
は
北
田
中
京
支
部
長
様

の
挨
拶
で
始
ま
り
、
ご
来
賓
様

山
崎
本
部
会
長
、
室
田
学
校
長
、

西
田
石
川
県
県
人
会
会
長
よ
り

祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
下
出
教
頭

様
よ
り
母
校
近
況
報
告
及
び
蔵

会
計
幹
事
様
よ
り
会
計
報
告
が

あ
り
、
記
念
撮
影
に
よ
り
閉
会
。

引
き
続
き
、
懇
親
会
が
高
田
副

支
部
長
様
の
司
会
に
よ
り
、
薮

監
事
様
ご
発
声
に
よ
る
乾
杯
で

幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
ご
来

賓
様
、
松
本
高
知
工
業
南
風
会

会
長
、
早
戸
関
東
支
部
長
、
馬

場
関
西
支
部
長
よ
り
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
、
新
人
会
員
様
、
橋
春

輝（
令
和
2
年
卒
）、南
昴
瑠（
令

和
7
年
卒
）、
川
岸
憲
人
（
令

和
7
年
卒
）、
の
紹
介
が
あ
り

恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
、
校

歌
斉
唱
に
て
、
盛
大
に
締
め
く

く
ら
れ
ま
し
た
。

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
５

大
阪
・
関
西
万
博
に

行
き
ま
し
た

２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
は

は
何
と
い
っ
て
も
万
博
で
す
。

4
月
13
日
か
ら
10
月
13
日
の
半

年
間
に
13
回
ほ
ど
行
き
ま
し
た
。

行
っ
た
方
は
わ
か
る
と
思
い
ま

す
が
、
と
っ
て
も
人
が
多
い
。

今
ま
で
生
き
て
き
て
一
番
人
が

多
い
と
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

人
が
多
い
の
で
ど
こ
に
行
っ
て

も
行
列
で
、
入
場
か
ら
１
時
間

待
ち
は
当
た
り
前
で
す
。

そ
ん
な
人
の
多
さ
の
割
に
、
み

ん
な
（
ス
タ
ッ
フ
も
含
め
て
）

楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
こ
と
が

印
象
的
で
し
た
。

母
校
本
部
総
会
に
出
席

記
：
岡
田
副
支
部
長

本
部
総
会
出
席
に
つ
い
て
、

岡
田
よ
り
報
告
致
し
ま
す
。

総
会
は
山
崎
本
部
会
長
様
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
室
田
学
校
長

様
の
挨
拶
に
続
き
令
和
6
年
度
、

事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
本
部

役
員
、常
任
理
事
の
選
任（
案
）

及
び
令
和
7
年
度
事
業
計
画
、

予
算
案
は
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
連
絡
事
項
と
し
て

は
同
窓
会
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
の

加
入
の
説
明
が
あ
り
、
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
本
部
会
長
、
学

校
長
、
各
支
部
長
、
各
市
会
議

員
様
の
挨
拶
が
あ
り
、
村
先
顧

問
の
万
歳
三
唱
で
散
会
し
ま
し

た
。
ま
た
、
本
部
会
計
の
沢
田

様
、
及
び
白
山
能
美
支
部
長
の

田
中
様
が
能
美
市
議
選
に
当
選

さ
れ
ま
し
た
。
私
事
で
す
が
、

同
期
の
一
般
会
員
米
田
哲
治
、

及
び
塩
浦
康
作
、
2
名
と
再
会

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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◎住所変更等の場合は、速やかに連絡をお願いします
住所・電話番号・メールアドレス等、変更の場合は、支部へ連絡して下さい。変更事項は、

６年ごとに発刊の同窓会名簿の発刊業者と共有されております。宛先不明になりませぬよう、
ご注意下さい。

◎今後の各種資料配付方法の変更のお知らせとご協力のお願い
当支部より毎年発行している、“関西支部だより”“総会・懇親会の案内”の配布について、

昨今の郵便料金・印刷等の経費高騰の事情により、当支部の運営を健全に維持する事を考え、
今後はデジタル配信を増やし、従来の印刷物配布を減らす事が出来ないかと考えております。
それには、先ず、皆様のご理解とご協力が是非とも必要と考え , その、配信方法として、下記
３案を考えております。

①メールアドレスをお持ちの方は、当支部までメルアドをお知らせ下さい。

　連絡先　kenzi0603@ymail.ne.jp（馬場支部長宛）　／　Okada.225@icloud.com（岡田副支部長宛）

　＊同窓会ホームページは内容も拡充し、母校ホームページともﾘﾝｸしております。http://kth-dousoukai.net/
②母校同窓会 LINE 友だちの会員の登録をお願いします。

　時代の変化にも対応するため、公式 LINE を立上げております。

③① . ②のいずれも対応不可の方、従来の郵送配布とさせて頂きます。

令和8年度 関西支部同窓会 総会･懇親会のご案内
日時

会場

令和８年10月30日（土）11：00受付開始【予定】

JR大阪駅直結　「ホテルグランヴィア大阪」
総会 懇親会 １２：３０～１３：３０（懇親会を含む）【予定】

事情により変更の場合があります。後日、発信の総会･懇親会のご案内をご確認ください

恩
師
と
共
に

令
和
７
年
６
月
21
日
㈯

恩
師
の
押
野
慶
祥
先
生
ご
夫

妻
と
、
建
築
科
１
期
生
の
、
山

崎
氏
・
山
下
氏
・
塚
谷
さ
ん
・

福
村
（
松
本
）
さ
ん
・
そ
し
て

馬
場
・
そ
ろ
っ
て
７
名
。
大
阪

関
西
万
博
会
場
に
集
合
で
す
。

先
生
は
、
早
朝
の
出
発
で
、

お
疲
れ
で
し
ょ
う
か
、
リ
ン
グ

に
上
っ
た
と
こ
ろ
で
リ
タ
イ
ア

で
す
。
今
度
は
、
塚
谷
さ
ん
が

不
明
。
携
帯
も
不
通
。
仕
方
な

く
４
人
で
リ
ン
グ
一
周
で
す
。

戻
る
と
、
塚
谷
さ
ん
、
パ
ビ
リ

オ
ン
見
学
を
し
て
い
た
と
の
事

で
す
。
予
定
の
行
動
で
し
ょ
う

か
。
ド
ン
な
ら
ん
で
！
（
笑
）。

そ
の
後
、
皆
で
、
昼
食
を
楽
し

み
、
３
時
に
解
散
と
な
り
ま
し

た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ミ
ャ
ク
ミ
ャ
ク
の
前
で
の
記
念
撮
影

小松工業高校同窓会 LINE公式アカウント 友だち募集中！

LINE ID
＠092uycny
LINE URL
https://lin.ee/zQRMjQh

① LINE トーク画面にて左下のホームを押す
②右上の人マーク＋を押す
③上の QR コードマークを押す
④左の友だち追加の QR コードを読み取る
⑤上の「https://lin.ee//ii9jimgl リンクを開く」を押す
⑥追加を押す
⑦左下の□のメッセージボタンを押す
⑧メッセージにて下記を送る
　・卒業年月（例　平成＊＊年 3 月卒業）
　・卒業科名（例　＊＊科）
　・氏名　　（例　工業太郎、小工花子）
　・お住まいの郵便番号（例　９２３＊＊＊＊）友だち追加の QR コード

←


